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ウィンドシンフォニーオーケストラ
オリンピックコンサートmeets

オリンピック映像とウィンドシンフォニー、夢の共演！

ブリヂストン吹奏楽団久留米

ブリヂストン吹奏楽団久留米
音楽監督/常任指揮者

［指揮］ 冨田 篤

ゲストオリンピアン

大林 素子 三宅 宏実

司会  市原  隆靖合唱  久留米児童合唱団

2017年4月22日（土）
久留米シティプラザ ザ・グランドホール

16：30開演（16：00開場）
入場無料 ※ご入場には整理券が必要です。

   詳しくは裏面をごらんください

写真：AP/アフロ：YUTAKA/アフロスポーツ：中西祐介/アフロスポーツ：青木紘二/アフロスポーツ：ロイター/アフロ



オリンピックコンサートは、日本オリンピック委員会（JOC）がオリンピック精神を多くの方に伝えていく
“オリンピック・ムーブメント”事業のひとつとして1997年から開催しています。

大編成の管弦楽団による壮大な音楽とともに躍動するオリンピックの映像が繰り広げられる
感動のステージは、多くの方々から毎年好評を博しています。

今回、吹奏楽とオリンピック映像との出会いによる新たな公演が、ここ久留米で実現しました。
全日本吹奏楽コンクールにおいて32回の金賞受賞を誇る名門ブリヂストン吹奏楽団久留米、そして、

数々のオリンピックで活躍したオリンピアンを迎え、地域の多くのみなさまと
オリンピックの素晴らしさを共有できることを願っています。

久留米児童合唱団
昭和46年9月、「筑後地区児童合唱団」として設立され、昭和61年に「久留米児童合唱団」と改称し45年
にわたる演奏活動を行っている。東京・杉並児童合唱団を中心とする「全国児童合唱指導者の会『杉並
会議』」の登録団体として、全国の少年少女合唱団と演奏交流する
他、楽譜の共同出版なども行う。平成11年度には「久留米市ふるさ
と市民賞」を受賞し、また平成17年2月には「新・久留米市の歌『ふる
さとのささやき』」（藤井フミヤ作曲）を初演。今年5月4日（祝）には第46
回定期演奏会を石橋文化ホールにて開催予定。

［指揮者］ 冨田 篤  第7代指揮者（2012年12月～） 
東京音楽大学卒業。 1975年熊本県生まれ。
野口力、菅原淳、岡本眞理子、藤本隆文の各氏に師事。在学中に第42回西日本新人紹介演奏会において最優秀
賞（第1位）を受賞。オーケストラや室内楽の打楽器奏者として活躍する傍ら、恩師の名字を冠した「グラステイル」
の名で作曲を行い、これまでに数多くの楽譜や作品集CDなどがリリースされている。おもな著書に「息を聴け」
（新潮社）がある。2012年12月より「ブリヂストン吹奏楽団久留米」の音楽監督・常任指揮者に就任。現在、活水女
子大学、福岡第一高等学校音楽科の各講師をつとめる。西日本打楽器協会理事、日本作曲家協議会会員。

市原 隆靖
長崎大学大学院（教育学）、慶應義塾大学大学
院（政策・メディア）修了。音楽活動（オーボエ、
作詞作曲、歌）、企画編集活動（テレビ番組企画、
イベント司会）などを行う。

司 会 

大林 素子
バレーボール女子　

ソウルオリンピック（1988）4位入賞
バルセロナオリンピック（1992）5位入賞
アトランタオリンピック（1996）出場

オリンピック映像とウィンドシンフォニー、夢の共演！

ブリヂストン久留米工場　労務・CSR推進課（松坂） 
TEL 0942-37-5100（平日9：00～17：00）

お問い合わせ

三宅 宏実
ウェイトリフティング  女子48kg級　

ロンドンオリンピック（2012）銀メダル
リオデジャネイロオリンピック（2016）銅メダル

写真：YUTAKA/アフロスポーツ

整理券配布について
ご入場には整理券が必要です。ご希望の方は右記まで
お問い合わせ下さい。お1人様4枚までとさせていただきます。

ブリヂストン吹奏楽団久留米
1955年1月、社員の文化活動と地方の音楽文化向上の先駆けとして株式会社ブリヂストン
の創業者故石橋正二郎氏により創立され、翌年には石橋文化センター迄の市内パレード
でデビュー。以後石橋文化ホールでの「市民に贈る吹奏楽の夕べ」と題し毎年演奏会を開
催しており久留米市民にも親しまれる楽団となりました。団員は久留米工場・鳥栖工場の
従業員で構成しており三交替勤務の傍ら地域音楽文化推進に努め、1974年に「久留米市
芸術奨励賞」、1991年には「久留米市文化章」を受賞、翌年には「久留米市文化章記念公
演」を行ない『久留米市民のためのファンファーレ』(團伊玖磨氏委嘱)を久留米市に献呈・
初演を行なう。更に2003年にはそれまでの活動成果を評され「地域文化功労者文部科学
大臣表彰」も受賞した。
現在での地域貢献活動の一環として市の諸行事にも積極的に参加すると共に、久留米市
近隣小中高校への指導、久留米医大院内教室においてミニコンサートの実施、国内のブリ
ヂストン工場所在地での公演等の活動を行っている。また、1968年から毎年、全日本吹奏
楽コンクールにも九州代表として推薦出場しており、職場/一般の部において通算32回の
金賞を受賞している。

ゲストオリンピアン


